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カラーグラム 2 キット（COLOR GRAM 2-F） For microbiological control only 
Staining of microorganisms 
グラム染色用試薬 

概要 
本品は、細菌及び酵母菌のグラム染色に使用します。 

原理 

微生物の細胞壁をオキサレートクリスタルバイオレット混合液

（R1）で染色します。次にルゴール‐PVP（R2）でクリスタルバ

イオレットを定着させます。続いてアルコール‐アセトン（R3）で

洗浄すると、グラム陽性菌は脱色されず、グラム陰性菌は脱

色されます。染色としてサフラニン（R4）で処理すると、グラム

陽性菌は紫色に、またグラム陰性菌は赤～ピンク色に染色さ

れます（1）。 

キット構成 
REF 55542     カラーグラム 2 キット 
  試薬キット内容： 
  R1 = 1 x 240 mL 
  R2 = 1 x 240 mL 
  R3 = 1 x 240 mL 
  R4 = 1 x 240 mL 

添付文書は、以下からダウンロードできます。 
http://products.sysmex-biomerieux.net/ 

 

組成(g/L) 
理論値 
性能を確保するため、若干変更される場合があります。 
1リットル当たりの組成（g/L） 

R1 オキサレートクリスタルバイオレット溶液* 
クリスタルバイオレット（CAS No.548-62-9 Cl No. 42555）...18 g 
エチルアルコール................................................................200 mL 
アンモニウムオキサレート.....................................................8 g 
精製水...............................................................................800 mL 

R2 ルゴールPVP 
ヨウ素（CAS No.7553-56-2）.............................................13 g 
ヨウ化カリウム.....................................................................20 g 
PVP （ポリビニルピロリドン）................................................100 g 
精製水... .......................................................... ................970 mL 

R3 脱色液** 
エタノール..........................................................................500 mL 
アセトン..............................................................................500 mL 

R4 サフラニン 
サフラニン（CAS No.477-73-6 Cl No. 50240）.................2.4 g 
エタノール ........................................................................100 mL 
精製水...............................................................................900 mL 
 

 
＊注意喚起語：警告 
危険有害性情報 
H226：引火性の液体および蒸気 
H351：発がんのおそれの疑い（他の経路からの曝露が有害

でないことが決定的に証明されている場合、有害な

経路を記載する） 
H412：長期的影響により水生生物に有害 

注意書き 
P210：熱/火花/裸火/高温のもののような着火源から遠ざけ

ること。－禁煙。 
P273：環境への放出を避けること。 
P280：保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。 
P302 + P352：皮膚に付着した場合：多量の水と石鹸で洗う

こと。 
P308 + P313：曝露または曝露の懸念がある場合：医師の

診断/手当てを受けること。 

＊＊注意喚起語：危険 
危険有害性情報 
H225：引火性の高い液体および蒸気 
H319：強い眼刺激 
H336：眠気やめまいのおそれ 

注意書き 
P210：熱/火花/裸火/高温のもののような着火源から遠ざけ

ること。－禁煙。 
P261：粉じん/煙/ガス/ミスト/蒸気/スプレーの吸入を避けるこ

と。 
P280：保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。 
P302 + P352：皮膚に付着した場合：多量の水と石鹸で洗う

こと。 
P305 + P351 + P338：眼に入った場合：水で数分間注意深

く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて容

易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続ける

こと。 

＊＊＊注意喚起語：警告 
危険有害性情報 
H226：引火性の液体および蒸気 

注意書き 
P210：熱/火花/裸火/高温のもののような着火源から遠ざけ

ること。－禁煙。 
P280：保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。 
P302 + P352：皮膚に付着した場合：多量の水と石鹸で洗う

こと。 
P305 + P351 + P338：眼に入った場合：水で数分間注意深

く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて容

易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続ける

こと。 
 
詳細は、SDSを参照ください。 

必要な試薬及び器材 
 染色皿 
 スライドガラス 
 加熱ブロック 
 油浸オイル 
 油浸系対物レンズ付き顕微鏡 
 カラーグラム2 試薬瓶専用栓(品番：55541)

カラーグラム別売試薬 
REF 55545     R1 = 1 x 2 L 
REF 55546     R2 = 1 x 2 L 
REF 55547     R3 = 1 x 2 L 
REF 55548     R4 = 1 x 2 L 
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使用上の注意 
• in vitro 試験にのみご使用下さい。 
• 熟練者のみご使用下さい。 
• 本品の組成表に記載されている危険有害性情報(H)と注意

書き(P)を参照してください。 
• 全ての検体、微生物培地、そして検体を接種した製品は伝 

染性であるものとして適切にお取り扱い下さい。試験に用い

る細菌グループの無菌操作と通常操作の留意事項は以下

のガイドラインに基づきお取り扱い下さい。 安全ガイドライ

ン：NCCLS M-29A,«Protection of Laboratory Workers 
From Occupationally Acquired Infections; Approved 
Guidelinne–Current Revision» 操作留意事項： Biosafety 
in Microbiological and Biomedical Laboratories − 
CDC/NIH− Latest edition、または各国の規制ガイドライン

に従って下さい。 
• 有効期限切れの製品は使用しないで下さい。 
• 使用前には、ボトルキャップのシールがしっかり張られてい

ることを確認して下さい。 
• 本品は、有効期限が近くなるとクリスタルバイオレットチュー

ブ（R1 - 品番 55545）の下部に沈殿物が見られるかもしれ

ませんが、製品の性能への影響はありません。 
• 性能試験は、 この添付文書に従った使用方法にて得られた

結果を示しています。操作方法を変更すると結果に影響を及
ぼすことがあります。 

• 試験結果の判定の際には、 患者の病歴および他の試験結
果を考慮に入れて下さい。 

貯蔵条件 
 箱未開封の状態で、15-25℃下で有効期限まで保管可能で

す。 

検体 
あらゆる種類の検体に使用可能です。 
採取や輸送に関しては GLP(Good Laboratory Practices)に
準拠し、検体の種別によって適切に処理して下さい。この染色

法は培養により分離した菌株を直接検査に用いることができ

ます。 

使用法 
検体の準備と固定（2）： 
1. 検体をスライドガラスに薄く塗ります。 
2. 自然乾燥させます。 
3. 火炎の上部でスライドガラスをすばやく数回通過させる火

炎固定またはメタノール処理（メタノールに曝した後、10
～15分静置してメタノールを除去する）で菌を固定しま
す。 

染色（2）： 
1. 固定した標本上にR1（クリスタルバイオレット）液を 

塗布します。 
2. 1分間反応させます。 
3. 流水で静かに洗い流します。 
4. 固定標本にR2（ルゴール溶液）液を塗布します。 
5. 1分間反応させます。 
6. 流水で静かに洗い流します。 
7. R3（エタノール‐アセトン）で脱色します。 
8. 流水で静かに洗い流します。 
9.  固定標本にR4（サフラニン）を塗布します。 
10. 1分間反応させます。 
11. 流水で静かに洗い流します。 
12. 自然乾燥させます。 
注） 各ステップの時間を標準化することをお薦めします。 

判定 
 1000倍率以上の光学顕微鏡で油浸鏡検します。 

－グラム陽性菌は紫色 
－グラム陰性菌はピンク色 

 確認には追加試験（培養検査、同定試験等）を行なってくだ
さい。 

 
品質管理 
プロトコール： 
次の標準菌株を用いて試験を行います。 
• Escherichia coli ATCC® 25922TM 
• Staphylococcus aureus ATCC® 25923 TM 
 
精度管理限界値： 

菌株 判定結果 
Escherichia coli

ATCC® 25922TM 
ピンク色  

グラム陰性菌 
Staphylococcus aureus 

ATCC® 25923 TM 
紫色  

グラム陽性菌 
 
注意： 
適切な規制(頻度、菌株数等)に従い使用目的を考慮し、品質

管理を実施されることをお勧めします。 

留意事項 
 グラム染色に用いる菌は若い培養菌（24～48時間培養）を

用いてください。古い培養菌は染色されない場合があります
（2）。 

 抗生剤に曝されたグラム陽性菌を用いると染色されない場
合があります。 

 検体中に含まれる菌量が低濃度の場合は、グラム染色で
陰性の結果を生じることがあります。 

 
性能 
性能は、22株の細菌（グラム陽性菌とグラム陰性菌）と3株の

酵母様真菌（Candida属とSaccharomyces属）を用いました。

全てのグラム陽性菌と酵母様真菌は紫色に染色されました。

全てのグラム陰性菌は、ピンク色に染色されました。 

廃棄処理 
未使用の製品は、通常の化学物質廃棄物の処理手順に従っ

て処分して下さい。使用済み製品およびその他の汚染廃棄物

は全て、感染性もしくは感染の危険のある製品の取扱い方法

に従って処分して下さい。 
廃棄物や廃液はそれぞれの性質や危害度合いを考慮した上

で、地域の適切な規制に基づき、各検査室の責任において処

分して下さい。 
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記号 

記号 内容 

 REF  品番 

 
製造元 

 
保管温度 

 
使用期限 

 LOT  ロット番号 

 

i 
 

添付文書を参照 

 
製造日 

 
 
（問い合わせ先） 
製品関連 
シスメックス株式会社 CS センター 
臨床（病院、臨床検査センターなど） TEL: 0120-265-034 
産業（企業、保健所など） TEL: 0120-022-328 
 
注文・納期・在庫関連 
シスメックス・ビオメリュー株式会社 
TEL: 03-6834-2669（代表） 
 


